
情報共有を進めたら社員が元気

になった会社がある―。システム

インテグレーター大手のTISだ。

社員を元気にしたのは同社が

運用している社内 S N S「 T I S

Communication Portal」（以下、TC

ポータル）である。ただし、そもそも

の狙いは「組織風土を変えることで

はなかった」とTCポータルの創設に

かかわり、現在は社内ベンチャーの

SonicGardenで企業に社内SNS

「SKIP」を提案している藤原士朗主

任は話す。

n対nのナレッジ共有へ

TISが社内SNSの導入を決めたの

は5年ほど前。「社員がもつノウハウを

データベースに集めて検索できるよ

うにしたい」と、常務執行役員の会田

雄一技術本部長兼CIOが、部下の倉

貫義人・現SonicGardenカンパニー

長に切り出したのがきっかけだった。

当時の会田本部長のミッションは新

技術を社内に広めることだ。新しい

技術・製品に関する知識と活用経験

を豊富にもつ有識者のナレッジやノ

ウハウを個人のものにとどめず、会社

全体の資産にするため、データベー

ス化を考えたのである。

組織が大きくなるほど、互いの顔

は見えにくくなるものだが、TISもそ

の例に漏れない。会田本部長が入

社した1978年当時、約500人だった

社員数は現在では約3200人。入社

したての頃は、ある技術に関する情

報を入手したいと思ったら、誰に聞

けばいいかがすぐに分かったという。

しかし、組織が大きくなるにつれ、部

門間には壁が生まれ、隣の部門のこ

とすら見えなくなる。当然そうした環

境では自分に有益な情報をもってい

る人を見つけることは難しい。

こうした課題を解消すべく、IT企

業の多くは先進技術の情報を収集・

整理し、社員に伝達するための部門

を設けている。TISでもブログや

Wiki、コンテンツマネジメントシステム

など、「これは」という技術を積極的

に採用しながら、最新技術情報を社

員に提供しようと挑戦してきた。だが、

担当する技術本部のスタッフの数が

限られていることもあり、継続的かつ

58 テレコミュニケーション_March 2011

ネットワーク活用最前線 ［シリーズ］ICTを活用して風土改革に挑む!

TIS

社内SNS発！現場主導の会社改革
シリーズ第3回で紹介するのは、社内SNSの導入によって会社改革を成し

遂げたTIS。ボトムアップで情報共有を進め、社員のエネルギーを顕在化

させる場を生み出した。 文◎小林秀雄（ITジャーナリスト）

TCポータルのマイページ画面。TIS内部の情報共有ツールとして誕生したこの社
内SNSは、ソーシャルウェア「SKIP」として商品化。社内の停滞感を払拭したい企
業向けに外販もされている

iPadを手にする
会田雄一技術本部長

左からTISの藤原士朗、
五味久恵、平井一徹の各氏


